
ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

臨
海
公
園
な
ど
施
設
整
備
進
む

小
樽
市
港
湾
部
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
01
年
度
の
小

樽
港
の
貨
物
取
扱
量
は
２
３
３
０
万
ト
ン
に
の
ぼ
り
、

市
は
港
湾
関
連
施
設
の
整
備
を
順
次
進
め
て
い
る
。
港

に
近
接
し
て
、
か
つ
な
い
臨
海
公
園
（
１
万
２
８
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
）
運
河
公
園
（
７
７
６
２
平
方
メ
ー
ト

ル
）
築
港
臨
海
公
園
（
１
万
２
６
６
３
平
方
メ
ー
ト
ル
）

が
あ
り
、
市
民
や
観
光
客
が
憩
う
。

小
樽
港
の
歴
史
を
知
る
に
は
小
樽
開
発
建
設
部
の
小

樽
港
湾
建
設
事
務
所
に
隣
接
す
る
「
お
た
る
み
な
と
資

料
館
」（
築
港
２
の
２
）
が
最
適
。
港
の
推
移
を
写
真

や
文
献
、
ビ
デ
オ
で
紹
介
、
ケ
ー
ソ
ン
の
模
型
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
の
実
物
、
工
具
類
な
ど
貴

重
な
資
料
が
多
い
。

小
樽
港
を
外
海
の
荒
波
か
ら
守
る
防
波
堤
は
大
き
く
分

け
て
三
つ
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
北
防
波
堤
が
明
治
時
代
、

国
内
初
の
長
大
堤
防
と
し
て
11
年
が
か
り
で
造
ら
れ
、
商

都
・
小
樽
の
繁
栄
の
足
が
か
り
に
な
っ
た
と
い
う
大
き
な

業
績
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
１
０
０
年
以
上
経

た
今
も
そ
の
機
能
に
少
し
も
ゆ
る
ぎ
な
く
、
当
時
の
輝
か

し
い
成
果
を
伝
え
る
第
一
級
の
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。

北
防
波
堤
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
１
８
９
７
（
明
治

30
）
年
。
当
時
、
小
樽
港
は
石
炭
の
積
み
出
し
と
水
産
物

の
輸
送
で
重
要
性
が
増
し
、
外
国
貿
易
の
拠
点
も
視
野
に

入
れ
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
波
浪
に
よ
っ
て
荷
役
作
業
は

苦
難
を
強
い
ら
れ
、
船
の
沈
没
も
起
き
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
旧
北
海
道
庁
は
国
の
威
信
を
か
け
て
防
波
堤
建
設
を

決
め
、
小
樽
築
港
事
務
所
の
初
代
所
長
に
後
に
「
港
湾
工

学
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
広
井
勇
・
工
学
博
士
（
１
８
６
２

〜
１
９
２
８
）
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。

広
井
博
士
は
高
知
県
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
学
校
で
学

ん
だ
後
、
札
幌
農
学
校
２
期
生
と
な
り
、
新
渡
戸
稲
造
、

内
村
鑑
三
ら
と
研
さ
ん
を
積
み
、
卒
業
後
、
米
国
へ
留
学
。

橋
造
り
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
専

門
書
と
称
賛
さ
れ
た
。
広
井
博
士
は
頑
丈
で
耐
久
性
の
高

い
防
波
堤
を
目
指
し
た
が
、
本
州
の
防
波
堤
建
設
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
海
中
で
ひ
び
割
れ
す
る
な
ど
相
次

い
で
失
敗
し
て
い
た
た
め
、
ヒ
ン
ト
を
海
外
に
求
め
た
。

セ
イ
ロ
ン
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
の
コ
ロ
ン
ボ
港
防
波
堤

建
設
を
参
考
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
斜
め
に
積
み
、
脱
落
を
防

ぐ
と
と
も
に
隣
接
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
同
士
が
相
互
に
も
た
れ

あ
い
、
波
力
を
分
散
さ
せ
る
画
期
的
な
工
法
を
取
り
入
れ

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
火
山
灰
を
配
合
し
て
耐
久
性
を
強

め
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
、
１
２
８
９
メ
ー
ト
ル
の
北

防
波
堤
が
完
成
し
た
。

こ
の
間
、
広
井
博
士
の
心
は
休
ま
る
こ
と
が
な
く
、
暴

風
の
日
、
防
波
堤
が
崩
れ
て
い
た
ら
自
決
し
よ
う
と
拳
銃

を
懐
に
し
の
ば
せ
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
る
。

広
井
博
士
の
後
を
継
い
だ
伊
藤
長
右
衛
門
・
第
２
代
所

長
は
陸
上
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
大
型
の
箱「
ケ
ー
ソ
ン
」

を
造
り
、
斜
路
で
海
に
滑
り
落
と
す
方
法
を
考
案
。
反
対

側
の
南
防
波
堤
と
中
央
の
島
防
波
堤
を
手
が
け
た
。

日
本
の
防
波
堤
建
設
の
試
金
石
と
な
っ
た
北
防
波
堤
を

命
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
広
井
博
士
の
志
と
、
そ
れ
に
伴

う
工
法
は
、
明
治
人
の
気
概
と
優
秀
な
技
術
の
証
し
と
し

て
今
も
生
き
続
け
て
い
る
。

や
風
俗
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
目
に
浮
か
ぶ
ほ
ど
丹

念
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

蜂
谷
さ
ん
は
「
人
が
国
家
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
を

考
え
な
が
ら
執
筆
し
た
。
小
樽
港
を
題
材
に
書
き
た
い

こ
と
は
、
ま
だ
数
多
く
あ
り
ま
す
」
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
。

▲
 

▲ 

5

高島漁港 

北防波
堤 

島堤 南防波堤 

小樽港 

色内ふ頭 
港町ふ頭 中央ふ頭 

勝納
ふ頭
 

小樽運河 臨港線 

マイカル 
小樽 

札
幌 

南小樽 

小樽 小樽市役所 

余市 

建設：明治41年完成 総延長：1141m

Data

●お問合せ先

小樽市港湾部 Tel.0134-23-1107


